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ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタ・・・キキキッッットトト
リリリーーールルルマママスススタタターーー 5210/5410/5510/56105210/5410/5510/56105210/5410/5510/5610 トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト用用用
モモモデデデルルル番番番号号号120–6275120–6275120–6275

モモモデデデルルル番番番号号号120–6280120–6280120–6280

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

重重重要要要 こここののの取取取りりり付付付けけけ要要要領領領書書書（（（ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタ・・・
キキキッッットトト）））でででははは、、、新新新しししいいいホホホイイイーーールルルモモモーーータタタとととそそそののの関関関
連連連機機機器器器、、、おおおよよよびびび油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり付付付けけけととと取取取りりり
外外外しししにににつつついいいててて説説説明明明しししままますすす。。。当当当初初初ににに取取取りりり付付付けけけららられれれ
ててていいいたたた走走走行行行回回回路路路関関関係係係機機機器器器ににに何何何らららかかかののの破破破損損損ががが発発発生生生
しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず、、、そそそれれれににに関関関わわわるるる修修修理理理
作作作業業業おおおよよよびびび、、、油油油圧圧圧回回回路路路内内内部部部ののの高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄ををを行行行っっっ
てててかかかららら、、、本本本ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタののの取取取りりり付付付けけけをををすすするるる
よよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。くくくわわわしししくくくははは ToroToroToro 代代代理理理店店店
にににごごご相相相談談談 くくくだだださささいいい。。。

古古古いいい機機機器器器ののの取取取りりり外外外ししし （（（図図図111）））

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、
カッティングユニットを降下させ、エンジン
を停止する。キーは抜き取る。

警警警告告告

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備作作作業業業ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずシシシススス
テテテムムム内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放すすするるるこここととと。。。エエエ
ンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、すすすべべべてててのののカカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトトををを降降降下下下まままたたたはははブブブロロロッッックククででで支支支えええるるる。。。

油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは
作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、手手手なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいい。。。リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーー
ルルル紙紙紙ををを使使使いいい、、、絶絶絶対対対ににに手手手ををを直直直接接接差差差ししし入入入れれれたたたりりりししし
ななないいい。。。高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通
ししし、、、身身身体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、
油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、こここののの種種種
ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに
外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけるるる必必必要要要がががあああるるる。。。こここのののよよようううななな怪怪怪
我我我ををを放放放置置置すすするるるととと壊壊壊疽疽疽ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

注注注意意意

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややタタタイイイヤヤヤををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ななな
どどど機機機体体体ををを浮浮浮かかかせせせるるる必必必要要要がががあああるるるととときききにににははは、、、適適適切切切
なななブブブロロロッッッククク、、、ホホホイイイススストトト、、、ジジジャャャッッッキキキなななどどどををを使使使用用用
すすするるるこここととと。。。まままずずず機機機体体体ををを、、、コココンンンクククリリリーーートトトなななどどどののの
しししっっっかかかりりりしししたたた床床床ののの上上上ににに駐駐駐車車車すすするるる。。。ジジジャャャッッッキキキ
アアアッッップププ前前前ににに、、、吊吊吊上上上げげげののの邪邪邪魔魔魔ににになななっっったたたりりり整整整備備備作作作
業業業にににににに不不不要要要なななアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトなななどどどははは全全全ててて外外外
すすす。。。車車車輪輪輪ははは、、、輪輪輪止止止めめめなななどどどででで確確確実実実ににに保保保持持持すすするるる。。。
必必必要要要ににに応応応じじじ、、、ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドなななどどど適適適切切切ななな支支支
持持持具具具ををを利利利用用用しししててて負負負荷荷荷ををを確確確実実実ににに支支支えええるるる。。。こここののの保保保
持持持ををを怠怠怠るるるととと、、、機機機体体体ががが動動動いいいたたたりりり落落落下下下すすするるる危危危険険険ががが
ああありりり、、、重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるるおおおそそそれれれがががあああるるる。。。

2. 以下の要領で車体から前輪を取り外す：

• 機体が動かないように後タイヤをブロッ
クする。

• 前輪のラグナットをゆるめる。

• 機体をジャッキアップして前輪を外せ
る程度に浮かす。機体をジャッキスタン
ドで支える。ジャッキアップ要領につい
ては、オペレーターズマニュアルを参照
のこと。

• 駐車ブレーキを解除する。

• ラグナットを外し、車輪とブレーキドラ
ムを車体から外す。

3. ブレーキケーブルのクレビスをブレーキア
クチュエータレバーに固定しているコッター
ピンを外す。アクチュエータレバーからブ
レーキケーブルのクレビスを外す。

注注注 シリアル番号が 310000001 以上の製品に
は、ブレーキスプリング/ブラケットも付い
ています。外すときに、スプリングをなくさ
ないように注意が必要です。

4. ホイールはブレーキをホイールモータに固
定しているロックナットをゆるめる（外さな
いこと）。ロックナットは少なくとも2回転
はゆるめること。これにより、テーパがゆる
くなってもハブが飛ぶ心配がなくなる。

重重重要要要 ホホホイイイーーールルルハハハブブブををを取取取りりり外外外すすすととときききににに、、、ハハハブブブ
やややプププラララーーーやややホホホイイイーーールルルモモモーーータタタをををハハハンンンマママーーーでででたたた
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たたたかかかななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタををを破破破
損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

5. 所定のプラー（TOR6004）を使用して、ホ
イールモータからホイールハブをゆるめる。

6. モータのシャフトからロックナットとホイー
ルハブを外す。

7. ブレーキ・アセンブリをブレーキ・アダプ
タに固定しているネジ（4本）を外す。ブ
レーキ・アセンブリを取り外す。取り外し
たねじは廃棄する。

8. ホイールモータの油圧ラインやフィッティ
ングの端部から異物が侵入しないように十
分にきれいにする。

9. 組み立て時に間違えないように、ホイール
モータの接続部にラベルなどを貼る。

10.ホイールモータのフィッティングから油圧
ラインの接続を外す。ラインからこぼれ落ち
るオイルは適切な容器に回収する。

11.外したフィッティングやホースにはキャッ
プをはめて、フィッティングやホースの内部
に異物が侵入するのを防止する。

12.各ホイールモータは落下しないように適切
に支持する。

13.ブレーキ・アダプタ、ホイールモータ、ス
プリングクリップをフレームに固定している
ロックナット（4個）を外す。

14.ブレーキ・アダプタ、ホイールモータ、ブ
レーキスプリングブラケットを外す。

15.新しいホイールモータ･アセンブリを取り
付ける時に分かりやすいようにフィッティ
ングの位置を覚えておく。モータについて
いるフィッティングを外してOリングを廃
棄する。
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図図図 111

1. ブレーキドラム 5. ブレーキ・アセンブリ, 左用 9. 角キー 13. エクステンション・スプリング

2. 六角ナット 6. ねじ, 1/2 x 3 インチ 10. ホイールモータ, 左用 14. ジャムナット, 5/16 インチ

3. ハブ・アセンブリ 7. ブレーキスプリングブラケット
またはスプリングクリップ, 左
用

11. ロックナット, 1/2 インチ 15. ブレーキスプリングブラケット
またはスプリングクリップ, 右
用

4. ねじ, 3/8 x 3/4 インチ 8. ブレーキアダプタ 12. ねじ, 5/16 x 1–1/2 インチ 16. フランジナット, 5/16 インチ
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新新新しししいいい機機機器器器ををを取取取りりり付付付けけけるるる （（（図図図111）））

1. 新しいOリングにオイルを塗り、先ほどホ
イールモータから取り外したフィッティング
に取り付ける。

2. フィッティングをホイールモータのポート
に取り付ける；先ほど覚えた向きに取り付け
ること。

注注注 左ホイールモータには、図 2のように、
シャフトに黄色の丸印またはリング状の彫り
込みがなされているので識別できる。
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図図図 222

1. シャフトに掘り込まれたリングマーク

3. ホイールモータをフレームに対して適切な
向きに調整する。スプリングクリップ、ブ
レーキアダプタ、ホイールモータを、フレー
ムに取り付ける；1/2 x 3 インチのキャップ
スクリュ（4本）を使用する。

4. キャップスクリュに1/2 インチのロックナッ
ト（4個）を取り付けて締め付け、モータ、
ブレーキアダプタ、スプリングクリップをフ
レームに固定する。各ねじを 67-83 ft-lb
（91-113 Nm（9.3～11.4 kg.m）にトルク締
めする。スプリングクリップが 図 1のよう
に取り付けられていることを確認する。

5. ブレーキアダプタにブレーキ・アセンブリ
を取り付ける； 3/8 x 3/4 インチのキャッ
プスクリュ（4本）を使用する。各ねじを
27-33 ft-lb（37-45 Nm（3.7～4.5 kg.m）
にトルク締めする。

6. ホイールモータのシャフトとホイールのハブ
のテーパ部分を十分にきれいにする。ハハハブブブ
やややホホホイイイーーールルルモモモーーータタタのののシシシャャャフフフトトトにににアアアンンンチチチシシシーーー
ズズズやややグググリリリスススなななどどどををを塗塗塗らららななないいいこここととと。。。

7. ホイールモータのシャフトのキー溝に新し
い角キーを入れる。新しい角キーとホイー
ルハブとを整列させ、ホイールハブをモー
タのシャフトにセットする。ハブをロック
ナットで固定する。ロックナットを 405-495

ft-lb（549-671 Nm（56-68 kg.m）にトルク
締めする。

重重重要要要 通通通常常常のののトトトルルルクククレレレンンンチチチにににトトトルルルククク増増増力力力器器器ををを
つつつけけけててて締締締めめめ付付付けけけるるるここことととはははおおお奨奨奨めめめででできききままませせせんんん
ががが、、、最最最大大大締締締めめめ付付付けけけトトトルルルククク 500500500 ft-lbsft-lbsft-lbs（（（678678678
N-mN-mN-m）））ををを達達達成成成ででできききるるるレレレンンンチチチがががななないいい場場場合合合にににはははそそそ
のののよよようううななな方方方法法法ももも可可可能能能ででですすす。。。

8. もし、ホイールモータや油圧機器内部の破
損が疑われた場合（油圧オイルに金属粉が見
られる、パワーがでない、走行が異常など）
は、症状に応じた試験を行い、また油圧回路
の内部洗浄を実行することが必要である。く
わしくは Toro 代理店に相談する。

9. 作業に先立って外したフィッティングやホー
スについているキャップを外す。

10.新しいOリングにオイルを塗り、ホイール
モータの油圧フィッティングに取り付ける。
油圧ラインをホイールモータのフィッティ
ングに接続する；先ほど覚えた向きに取り
付けること。

11.ブレーキケーブルのクレビスをブレーキア
クチュエータレバーに、コッターピンで固
定する。

12.ブレーキドラム、前ホイール、エキスパン
ションスプリングを、機体に取り付ける。
ラグナットを 70-90 ft-lb（95-122 N-m）
（9.7-12.4 kg.m）にトルク締めする。

注注注 モデル 03670, 03680 と 03690 のシリア
ル番号 270001500未満の製品、および、モデ
ル 03660 のシリアル番号 280000000未満の
製品では、ブレーキドラム（P/N 108-6980）
を、ブレーキドラム（P/N 114-8864）に交換
する必要があります。

13.反対側のホイールモータにも同じ作業を行
う。

14.以下の要領で、新しい油圧フィルタを取り
付ける。

• チャージ/ステアリング回路用フィルタ
（86–3010）の取り付け部周辺をきれい
に拭いて、フィルタの下にオイル受け用
の容器を置く。

• フィルタを外す。

• 新しいフィルタのガスケットに油圧オイ
ルを薄く塗る。

• 取り付け部が汚れていないのを確認す
る。

• ガスケットが取り付け部に当るまでフィ
ルタを手でねじ込み、そこからさらに1/2
回転締め付ける。
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• 油圧オイルタンクのフィルタ（94–2621）
にも同じ作業を行う。

• エンジンを始動して 2 分間運転し、シス
テム内のエアをパージする。

• エンジンを停止させ、オイル漏れがな
いか点検する。

15.油圧オイルの量を点検し、必要に応じて補
給する。

16.短時間の間モータを作動させ、接続部に異
常がないことを確認したら、ホイールを取り
付ける。

17.油圧オイルの量をもう一度点検し、必要に
応じて補給する。

18.ジャッキスタンドを外して機体を床に下ろ
し、試運転により性能を確認する。
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